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4

黒
川
　
貫
男
　
議
員 

○
広
域
事
業
に
つ
い
て 

・
利
根
川
新
橋
建
設
促
進
に
対
す
る
本

市
の
考
え
方 

○
観
光
行
政
に
つ
い
て 

・
歴
史
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
行
政 

○
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て 

・
要
望
活
動
の
取
り
組
み 

○
空
き
家
対
策
に
つ
い
て 

・
空
き
家
問
題
の
解
決
に
向
け
て
の
取

り
組
み 

栗
原
　
　
収
　
議
員 

○
副
市
長
の
執
務
姿
勢
に
つ
い
て 

・
市
長
を
補
佐
し
行
政
を
監
督
す
る
姿
勢 

・
本
市
の
現
状
認
識
と
そ
の
対
応 

○
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て 

・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
対
策 

○
教
育
行
政
に
つ
い
て 

・
学
力
向
上 

・
小
規
模
特
認
校
制
度
の
検
証 

・
交
通
安
全
教
育 

・
学
習
環
境
の
整
備 

尾
関
　
栄
子
　
議
員 

○
特
定
秘
密
保
護
法
案
に
つ
い
て 

・
こ
の
法
案
は
、
日
本
国
憲
法
の
基
本

概
念
を
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
る 

○
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
足
利
市
へ 

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度 

○
安
心
し
て
か
か
れ
る
医
療
を
め
ざ
し
て 

・
国
民
健
康
保
険
制
度 

○
議
案
第
74
号
　
足
利
市
特
別
会
計
条
例

の
改
正
に
つ
い
て 

○
議
案
第
85
号
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

市
長
・
政
策
推
進
部
長 

教
育
長 

教
育
長 

福
祉
部
長 

市
　
長 

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長 

生
活
環
境
部
長 

都
市
建
設
部
長 

都
市
建
設
部
長

都
市
建
設
部
長 

都
市
建
設
部
長 

福
祉
部
長

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

教
育
次
長 

金子 裕美 
議 員 

市
長
・
都
市
建
設
部
長 

都
市
建
設
部
長 

副
市
長 

市
　
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
斎
場
は
、
昭

和
51
年
11
月
に
供
用
を
開
始
し
て
以
来
、

建
物
出
入
り
口
の
ス
ロ
ー
プ
や
自
動
ド
ア

の
設
置
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
の
新
設
な
ど
、

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
、
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
斎
場
の
待
合
室
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
が
和
室
の
た
め
段
差
が
あ
り
、
不
便

を
か
け
て
い
る
。
待
合
室
の
段
差
を
解
消

す
る
に
は
、
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
の
改

修
が
必
要
に
な
る
の
で
、
当
面
は
、
小
上

が
り
や
手
す
り
な
ど
を
設
置
し
て
、
段
差

を
小
さ
く
す
る
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い

き
た
い
。 

　
都
市
計
画
業
務
の
高
度
化
・
効
率

化
と
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向 

上
を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
図
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
シ
ス
テ
ム
上
で
扱
う
こ
と
の
で

き
る
「
都
市
計
画
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
本
市
で
使
用

し
て
い
る
都
市
計
画
図
白
図
は
、
平
成

13
年
に
撮
影
さ
れ
た
航
空
写
真
を
基
に

図
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
北
関
東
自
動
車

道
や
足
利
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
足
利
赤

十
字
病
院
な
ど
、
主
要
な
構
造
物
等
が
描

か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
状
況
を
解
消
す
る

た
め
、
今
年
度
修
正
図
化
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
作
業
の
中
で
、
今
ま
で
紙
ベ
ー

ス
で
管
理
し
て
い
た
都
市
計
画
図
白
図
を

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
作
業
も
あ
わ
せ
て
行
っ

て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
都
市
計

画
情
報
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
作
業
を
進
め
、

来
年
度
の
運
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

妊
娠
中
・
授
乳
中
の 

　
　
　
　
　
乳
が
ん
検
診
の
啓
発
を
！ 

     
　
妊
娠
中
・
授
乳
中
に
乳
が
ん
を
発

症
し
、
異
変
に
気
づ
い
た
時
に
は
末 

期
で
治
癒
不
可
能
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
妊
娠
中
・
授
乳
中
の
乳
が
ん
検
診
は

「
で
き
な
い
」
と
せ
ず
に
、「
気
に
な
っ
た

ら
医
師
に
相
談
」
と
い
う
認
識
を
広
め
、

啓
発
に
努
め
て
は
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
妊
娠
中
の
検
査
は
、
乳
房

の
刺
激
に
よ
り
子
宮
収
縮
を
促
し
て
流
産

に
つ
な
が
る
危
険
性
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査
で
は
Ｘ
線
検
査
の
た
め
胎
児
へ
の
被

ば
く
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
理
由
か

ら
妊
娠
中
・
授
乳
中
の
方
に
つ
い
て
は
、

市
の
検
診
は
受
診
で
き
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
が
、
し
こ
り
や
痛
み
な
ど
の
症
状

か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

医
療
機
関
へ
受
診
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。
す
べ
て
の
乳
が
ん
検
診
に
お
い
て
受

診
で
き
な
い
と
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
次
年
度
の
乳
が
ん
検
診
の
受
診
券

に
は
、
妊
娠
中
・
授
乳
中
に
、
し
こ
り
や

痛
み
な
ど
心
配
な
症
状
が
現
れ
た
場
合
は
、

早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
を
記

載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。 

　
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
の
発

行
に
は
子
供
の
名
前
が
記
載
さ
れ
た

保
険
証
が
必
要
な
た
め
、
社
会
保
険
で
は

出
生
後
最
大
で
30
日
以
上
か
か
る
場
合

が
あ
り
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
自
己
負
担

と
な
る
。
子
供
が
加
入
予
定
の
親
の
保
険

証
を
確
認
す
る
こ
と
で
資
格
証
を
発
行
で

き
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

事
務
取
扱
要
領
で
は
、
助
成
対
象
者
が
登

録
申
請
を
行
う
場
合
に
は
、
申
請
書
に
保

険
者
又
は
健
康
保
険
組
合
か
ら
交
付
さ
れ

た
被
保
険
者
証
又
は
組
合
員
証
を
添
え
て

申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
に

加
入
し
た
保
険
を
確
認
し
て
か
ら
登
録
手

続
き
を
行
っ
て
お
り
、
交
付
ま
で
時
間
が

か
か
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
市
民
の
手

続
き
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
他
市
の

状
況
等
を
調
査
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 
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市
長
・
政
策
推
進
部
長 

黒川 貫男 
議 員 

栗原 　収 
議 員 

教
育
長 

教
育
長 

福
祉
部
長 

市
　
長 

生
活
環
境
部
長 

都
市
建
設
部
長 

都
市
建
設
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

教
育
次
長

教
育
次
長 

教
育
次
長 

市
長
・
都
市
建
設
部
長

市
長
・
都
市
建
設
部
長 

市
長
・
都
市
建
設
部
長 

都
市
建
設
部
長

都
市
建
設
部
長 

都
市
建
設
部
長 

副
市
長

副
市
長 

副
市
長 

尾関 栄子 
議 員 

市
　
長

市
　
長 

市
　
長 

利
根
川
新
橋
建
設
促
進
に
対
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
考
え
方
を
問
う
！ 

     

　
国
道
293
号
は
本
市
の
中
央
部
を

通
り
抜
け
る
道
路
で
あ
る
が
、
公
設

市
場
前
交
差
点
の
国
道
50
号
交
点
で
終

点
と
な
っ
て
い
る
。
国
道
293
号
と
利
根

川
新
橋
と
結
ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
根
川
新
橋
か

ら
本
市
に
続
く
道
路
は
、
本
市
発
展
に
欠

か
せ
な
い
道
路
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

利
根
川
新
橋
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
と
し

て
、
毎
年
要
望
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
栃
木
県
に
関
係
す
る
国
道
293

号
か
ら
新
橋
ま
で
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

県
へ
要
望
し
て
い
る
。 

　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
増
設
の
整
備
促
進

な
ど
の
要
望
を
国
に
働
き
か
け
る
た

め
、
県
と
13
市
町
で
構
成
す
る
「
栃
木

県
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
・
追
加
Ｉ
Ｃ
整
備
促
進

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
設
立
総
会

で
、
福
田
富
一
知
事
が
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は

地
域
振
興
や
観
光
地
の
活
性
化
だ
け
で
は

な
く
防
災
に
も
機
能
す
る
有
効
な
施
設
と

話
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
足
利

赤
十
字
病
院
の
活
用
の
観
点
か
ら
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
一
層
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設

置
に
は
、
建
設
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
に
対

し
、
整
備
効
果
が
十
分
に
上
回
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
イ
ン
タ
ー

周
辺
道
路
の
現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
新

た
な
交
通
を
発
生
さ
せ
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
や
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
計
画
、
整
備
な
ど
、
足
利
Ｉ
Ｃ
〜
太
田

桐
生
Ｉ
Ｃ
間
の
利
用
を
増
加
さ
せ
る
よ
う

な
計
画
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。 

 

市
立
小
中
学
校
へ
の 

　
　
　
早
期
エ
ア
コ
ン
設
置
を
！ 

     

　
市
立
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
は
、
本
年
9
月
市
議

会
定
例
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
も
質
問
し
、

そ
の
際
、
国
の
補
助
事
業
導
入
に
努
力
す
る

旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況

を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
小
中
学
校
と
も
に
、
国
庫

補
助
事
業
の
導
入
に
向
け
て
、
国
へ
事
業

登
録
の
申
請
を
行
っ
て
お
り
、
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
県
よ
り
国
か
ら
内
定
が
あ
っ

た
旨
の
通
知
を
受
け
た
。
今
後
は
、
小
学

校
の
現
地
調
査
の
実
施
や
予
算
措
置
等
も

含
め
、
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。 

　
副
市
長
は
、
市
長
が
掲
げ
る
「
足

利
再
生
プ
ラ
ン
」
の
具
現
に
向
け
、 

広
域
自
治
体
行
政
に
携
わ
っ
た
視
点
か
ら

ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
市
長
を
補
佐
す
る

の
か
。
ま
た
、
部
下
職
員
に
望
む
こ
と
は

何
か
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　「
足
利
再
生
プ
ラ
ン
」
は
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

優
先
順
位
の
高
い
事
業
や
効
率
的
な
事
業

を
見
極
め
て
取
り
組
み
た
い
。
国
及
び
県

か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

副
市
長
と
し
て
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
や

部
局
間
の
壁
の
解
消
を
図
る
た
め
、
横
断

的
で
総
合
的
な
調
整
を
迅
速
に
行
い
、
市

長
を
補
佐
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
ま

た
、
部
下
職
員
に
対
し
て
は
、
専
門
知
識

を
生
か
し
て
先
を
読
み
、
必
要
と
考
え
る

政
策
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
実
行
方
法
・
手

順
を
提
案
す
る
こ
と
が
職
員
の
使
命
で
あ

る
と
思
う
。
提
案
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
た

り
、
そ
の
情
熱
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

足
利
市
発
展
の
た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か

考
え
、
積
極
的
に
提
案
で
き
る
職
員
で
あ

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

国
民
の
知
る
権
利
、
言
論
・
表
現
の
自
由
を 

　
脅
か
す
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止
へ
！ 

     

　
特
定
秘
密
保
護
法
は
、
民
主
主
義

の
根
幹
で
あ
る
国
民
の
知
る
権
利
、

言
論
・
表
現
の
自
由
を
脅
か
す
も
の
と
し

て
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
日
本
新
聞
協

会
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
国
民
の

各
界
各
層
か
ら
反
対
の
声
が
巻
き
起
こ
っ

て
い
る
。
市
長
と
し
て
の
見
解
は
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
こ
の
法
律
案
に
関
し
て
は
、

多
く
の
個
人
、
団
体
等
に
お
い
て
内
容
に

関
す
る
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
、
賛
成
意

見
、
反
対
意
見
等
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
表

明
さ
れ
た
中
で
法
律
が
成
立
と
な
っ
た
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
私
個

人
と
し
て
も
こ
の
法
律
案
に
は
高
い
関
心

を
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
の

成
立
に
よ
り
、
法
律
の
施
行
に
つ
い
て
は
、

公
布
の
日
か
ら
１
年
以
内
と
さ
れ
て
お
り
、

今
後
新
設
さ
れ
る
と
さ
れ
た
「
情
報
保
全

監
察
室
」
な
ど
、
法
律
の
施
行
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
に
つ
い
て
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
児
童
福
祉
法
第
24
条
第
１
項
は
、

市
町
村
は
、
保
育
所
に
お
い
て
保
育

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
市
町
村
の
責
任

を
明
確
化
し
て
い
る
。
保
育
ニ
ー
ズ
は
、

認
可
保
育
所
（
園
）
で
満
た
し
て
い
く
こ

と
が
基
本
で
は
な
い
か
。 


